
し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
健
や

か
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
、「
子

育
て
応
援
ま
ち
づ
く
り
・
多
世
代

間
交
流
推
進
事
業
」「
児
童
虐
待

防
止
対
策
緊
急
強
化
事
業
」「
地

域
子
育
て
支
援
拠
点
環
境
改
善
事

業
」「
食
育
推
進
事
業
」「
健
康
増

進
支
援
事
業
」
の
５
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
の
受
検
促
進

　

市
で
、
平
成
20
年
に
亡
く
な
っ

た
人
の
28
・
２
％
は
が
ん
な
ど
の

悪
性
新
生
物
が
原
因
で
あ
り
、
県

平
均
の
27
・
０
％
と
比
較
し
て
、

そ
の
割
合
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
に
対
す
る
最
も
有
効
な
対

策
の
一
つ
は
早
期
発
見
で
あ
り
、

ま
た
早
期
発
見
に
よ
る
早
期
治
療

で
す
。

　

が
ん
検
診
受
検
率
向
上
の
一
環

と
し
て
、
基
準
年
齢
に
達
し
た
市

民
全
員
に
大
腸
が
ん
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
な
ど
を
送
付
し
、
検
診

の
受
検
を
奨
励
す
る
こ
と
に
よ

り
、
が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
を
促
す
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
40
歳
か
ら
５
歳

刻
み
で
60
歳
ま
で
の
市
民
に
対
し

て
大
腸
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ

ン
な
ど
を
送
付
し
、
検
診
の
受
検

を
奨
励
し
ま
す
。

　

肝
炎
に
つ
い
て
も
大
腸
が
ん
検

診
と
同
様
に
、
40
歳
か
ら
５
歳
刻

み
で
70
歳
ま
で
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
の
未
受
検
の
人
に
対
し
て
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
を
勧

め
る
個
別
通
知
を
行
い
、
一
層
の

受
検
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
受

検
促
進
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
の
ク
ー

ポ
ン
券
と
同
様
に
、
こ
れ
ら
の
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
大
腸

が
ん
や
肝
炎
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
を
促
進
し
ま
す
。

公
営
住
宅
等
の
長
寿
命
化
計
画

　

昨
年
度
、
公
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
期
間
は
、
平
成
23
年
度

〜
平
成
32
年
度
の
10
カ
年
で
、
国

の
指
針
に
基
づ
い
て
現
地
調
査
な

ど
を
実
施
し
、
各
団
地
別
の
判
定

結
果
に
基
づ
い
て
、
維
持
管
理
、

用
途
廃
止
、
建
て
替
え
な
ど
の
仕

分
け
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
地

の
建
て
替
え
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ

び
維
持
管
理
計
画
を
策
定
し
て
い

ま
す
。

　

建
て
替
え
が
必
要
と
判
定
さ
れ

た
団
地
は
、
邑
久
地
域
の
福
山
団

地
、
福
元
団
地
、
山
田
庄
団
地
、

長
船
地
域
の
福
里
西
村
団
地
Ⅰ
・

Ⅱ
・
Ⅲ
、
井
尻
団
地
、
東
須
恵
団

地
、東
須
恵
団
地
Ⅱ
、美
和
団
地
、

飯
井
団
地
、
西
村
団
地
で
す
。
こ

れ
ら
の
団
地
に
つ
い
て
は
、
年
次

計
画
を
立
て
、
入
居
者
の
理
解
を

得
な
が
ら
、
平
成
25
年
度
以
降
に

順
次
建
て
替
え
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　

な
お
、
個
別
の
改
善
が
必
要
と

判
定
さ
れ
た
団
地
は
、
長
船
地
域

の
飯
井
団
地
Ⅱ
お
よ
び
牛
窓
地
域

の
津
行
団
地
、
中
村
団
地
、
東
町

団
地
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
団
地
に

つ
い
て
は
、
ス
ト
ッ
ク
改
善
事
業

に
よ
り
改
修
工
事
を
計
画
的
に
進

め
ま
す
。

上
水
道
事
業

　

建
設
改
良
事
業
の
う
ち
、
邑
久

町
尾
張
地
内
の
石
綿
管
布
設
替
工

事
、
下
笠
加
・
虫
明
地
内
の
配
水

管
布
設
工
事
、
長
船
町
土
師
地
内

の
送
水
管
布
設
工
事
お
よ
び
上
笠

加
地
内
の
邑
久
・
長
船
連
絡
管
布

設
工
事
に
つ
い
て
は
、
設
計
業
務

を
発
注
し
て
お
り
、
完
了
後
、
順

次
工
事
を
発
注
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
の
管
渠
工

事
に
伴
う
配
水
管
布
設
替
工
事
の

設
計
業
務
に
つ
い
て
は
、
牛
窓
処

理
区
の
長
浜
、
国
塩
地
内
、
長
船

中
央
処
理
区
の
服
部
、
丸
山
北
地

内
や
土
師
、
高
橋
地
内
の
各
工
区

の
発
注
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

福
山
浄
水
場
の
管
理
棟
お
よ
び

ろ
過
池
の
耐
震
補
強
工
事
の
発
注

に
つ
い
て
も
準
備
を
進
め
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

　

長
船
中
央
処
理
区
で
は
、
福
岡

住
宅
地
区
の
３
２
４
世
帯
が
３
月

16
日
に
集
中
浄
化
槽
か
ら
の
切
り

替
え
工
事
を
完
了
し
下
水
道
の
利

用
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

邑
久
処
理
区
に
つ
い
て
は
、
邑

久
団
地
の
一
部
が
５
月
１
日
に
供

用
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
施
工
予
定
の
牛

窓
処
理
区
の
長
浜
地
内
、
邑
久
処

理
区
の
福
元
・
下
笠
加
地
内
、
長

船
中
央
処
理
区
の
服
部
・
土
師
地

内
の
い
ず
れ
も
各
一
部
区
域
の
管

渠
工
事
に
つ
い
て
、
発
注
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

新
病
院
建
設

　

新
病
院
建
設
に
向
け
て
は
、
病

院
等
検
討
委
員
会
、
新
病
院
建
設

構
想
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
の
構
想
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

財
源
に
つ
い
て
国
の
交
付
金
を

活
用
す
る
場
合
、
平
成
25
年
度
中

の
着
工
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
７
月
１
日
に
新
病
院
準
備
室

を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、市
民
の
皆
さ
ん
に
医
療
、

福
祉
、
保
健
を
一
体
的
に
提
供
す

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実

現
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
施
設
だ

長船中央浄化センター

け
で
な
く
、
中
身
も
新
し
い
病
院

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
将
来
に

わ
た
っ
て
市
民
に
愛
さ
れ
続
け
る

よ
う
、
運
営
形
態
を
現
在
の
地
方

公
営
企
業
に
よ
る
運
営
か
ら
地
方

独
立
行
政
法
人
で
の
運
営
に
改
め

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

病
院
改
革
等

　

病
院
改
革
に
つ
い
て
は
、「
職

員
の
意
識
改
革
」「
市
民
に
信
頼

さ
れ
る
病
院
」
を
目
指
し
、
職
員

一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、10
月
末
に
は
、（
財
）

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
の
病
院

機
能
評
価
を
受
審
し
ま
す
。

　

地
域
連
携
に
向
け
て
、
昨
年
末

か
ら
「
地
域
連
携
パ
ス
」
な
ど
に

参
入
し
て
お
り
、
岡
山
市
内
の
総

合
病
院
な
ど
か
ら
の
紹
介
患
者
数

は
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
機
器
の
更
新
の
た
め
に
、

16
列
ス
ラ
イ
ス
の
Ｃ
Ｔ
と
併
せ
、

画
像
診
断
も
で
き
る「
パ
ッ
ク
ス
」

を
導
入
し
ま
す
。

　

ま
た
病
院
Ｉ
Ｔ
化
に
向
け
て
、

検
査
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
薬
局
に
部

分
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
ま
す
。
平
成
24
年
度
以
降
も

リ
ハ
ビ
リ
、
看
護
局
な
ど
に
順
次

導
入
し
、
新
病
院
完
成
時
に
は
フ

ル
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、
そ

し
て
最
終
的
に
は
電
子
カ
ル
テ
の

導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
決
算
は
、
機
能
評
価
受

審
に
伴
う
業
務
改
善
な
ど
に
取
り

組
ん
だ
成
果
も
あ
り
、
来
院
患

者
数
・
入
院
患
者
数
は
横
ば
い

で
す
が
、
平
成
21
年
度
決
算
と

比
べ
約
９
０
０
万
円
増
の
約
４
、

９
０
０
万
円
の
黒
字
と
な
る
見
込

み
で
す
。

地
域
の
防
災
力
強
化

　

防
火
、
防
災
指
導
に
つ
い
て

は
、
地
区
や
職
場
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
、
家
庭
や
職
場
で
の
火
災
予

防
、
消
火
器
、
消
火
栓
の
取
扱
訓

練
や
風
水
害
時
の
対
策
を
中
心
と

し
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
地
震
・
津
波
災
害
へ
の

防
災
対
策
に
対
す
る
意
識
は
非
常

に
高
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
、
多
く

の
皆
さ
ん
が
巨
大
地
震
を
恐
怖
に

感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
東
南
海
・
南
海
地
震
に
よ
る
被

害
低
減
の
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
の

準
備
、
発
災
時
に
お
け
る
適
切
な

避
難
行
動
や
い
ざ
と
い
う
時
の
自

助
・
共
助
に
よ
る
助
け
合
い
の
必

要
性
、
さ
ら
に
は
、
消
防
団
と
の

連
携
強
化
お
よ
び
被
災
想
定
を
見

直
し
た
指
導
を
行
い
、
地
域
の
防

災
力
の
強
化
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
で
の
大
震
災
対
応

　

東
日
本
大
震
災
に
関
し
て
、
被

災
園
児
児
童
生
徒
が
市
の
幼
稚

園
・
小
学
校
・
中
学
校
へ
転
入
を

希
望
す
る
場
合
に
は
、
柔
軟
か
つ

速
や
か
に
受
け
入
れ
る
よ
う
国
・

県
か
ら
依
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
市
へ
の
転
入

を
希
望
す
る
被
災
園
児
児
童
生
徒

は
い
ま
せ
ん
が
、
い
つ
で
も
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
準
備

を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
・
園
の
危
機
管
理

に
つ
い
て
再
点
検
を
し
、
園
児
児

童
生
徒
の
安
全
を
確
保
し
て
い
き

ま
す
。
例
え
ば
、
各
学
校
・
園
で

行
わ
れ
て
い
る
避
難
訓
練
も
、
津

波
や
洪
水
を
想
定
し
て
、
一
番
安

全
に
早
く
避
難
で
き
る
高
い
場
所

は
ど
こ
か
を
校
内
で
検
討
し
、
実

際
に
避
難
す
る
訓
練
を
行
う
な

ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
な
被

害
を
想
定
し
て
安
全
を
確
保
す
る

よ
う
努
め
ま
す
。

北
海
道
幌
加
内
中
学
校
と
の
交
流

　

市
と
姉
妹
縁
組
を
結
ん
で
い
る

北
海
道
幌
加
内
町
か
ら
、
今
年
も

５
月
11
日
に
幌
加
内
中
学
校
の
３

年
生
７
名
と
引
率
の
教
諭
２
名
が

修
学
旅
行
で
牛
窓
中
学
校
を
訪
問

し
、
牛
窓
中
学
校
の
生
徒
会
役
員

と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
合
唱
で

交
流
し
、
お
互
い
の
学
校
紹
介
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

遠
い
地
域
の
人
や
物
事
に
つ
い

て
知
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
互

い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
高
め
た
り
、
人
を
も
て
な
す
心

に
つ
い
て
考
え
た
り
す
る
な
ど
、

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
幌
加
内
中
学

校
の
希
望
に
沿
っ
て
、
今
後
も
こ

の
交
流
事
業
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

読
書
で
深
ま
る
家
庭
の
絆
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業

　

安
心
こ
ど
も
基
金
「
地
域
子
育

て
創
生
事
業
」
を
活
用
し
、
読

書
で
深
ま
る
家
庭
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
と
し
て
、
行
政
や
地

域
の
子
ど
も
読
書
活
動
に
関
わ
る

団
体
な
ど
官
民
が
協
働
し
て
家
庭

で
の
ふ
れ
あ
い
読
書
活
動
を
推
進

し
、
子
ど
も
自
身
の
成
長
は
も
と

よ
り
、
家
庭
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
増
や
し
、
絆
を
深
め
、

地
域
や
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
の

一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
家

庭
ふ
れ
あ
い
読
書
活
動
が
各
家
庭

に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
、

読
書
週
間
な
ど
の
機
会
を
利
用
し

た
家
庭
ふ
れ
あ
い
読
書
活
動
や
、

絵
本
作
家
を
招
い
て
の
啓
発
講
演

会
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

貴重な体験となった幌加内中学校との交流




